
こんにちは、丹頂ガスの丹羽です。いつも「たんちょう通信」をお読みくださり、

誠にありがとうございます。昨年12月の第一日曜日、「県地区」恒例の「綱

引き大会」に参加しました。コロナ禍の影響で4年ぶりの開催でした。今回で

19回目になる歴史ある「綱引き大会」いつもお馴染みのチームが参加してい

ますが、今年は新たに男女混合の部で「四日市しもの柔道クラブ」が参加され

ました。柔道着をきた体格の良い「お父さん達」、見る限り「力強そう」な風格

は、優勝常連チームの「県消防団チーム」にあたかも対抗するかのように見えました。しか

し、「一般男子の部」と「男女混合の部」はお互いに対戦しないので、部門優勝を狙いに

来たようにも思いました。柔道着を着た「お父さん」が３名と「お母さん」が3名、１チーム

男女3名ずつの合計6名で構成されます。初戦は、施設職員の方々で構成するチーム「チー

ムAAO＆和っはは」いつも着ぐるみを着て愉快に綱引きをして会場を楽しませてくれるチーム

です。次に「県小学校PTA」のパパ・ママさんチームとの対戦にも圧勝し、メキメキと勝ち抜

いて行き、やはり強いのなんの実力を発揮されていました。最後に我々「チームたんちょう」

と対戦しました。我々もここまで、「男女混合の部」では無敗でしたので、何とか踏ん張って

優勝したいと思っていました。しかし、残り9秒のところで悔しくも敗北しました。結果、「男

女混合の部」で優勝され、我々「チームたんちょう」は今年も2位でした。そして「一般男子

の部」では「県消防団チーム」が今年も優勝されました。授与されたトロフィーを見せてい

ただきましたが、リボンに書かれた歴代の優勝者はほぼ全て「県消防団チーム」でした。正

に圧巻の一言です。「県消防団チーム」の強さの秘訣は、やはり「息がぴったり」と合って

いて、綱を引く姿がとにかく綺麗です。綱引きは「腕」で綱を引っ張るのではなく、「腕」は

むしろ伸ばして、体を斜め45度に倒して体重をかけて引っ張るのが正しいやり方です。

「腕」で綱を引っ張り始めると「腰」が引けて、相手に綱を引っ張られて負けます。大会の

終盤、おまけの対戦で、負け知らずの「県消防団チーム」に大勢の子供達が挑みました。

小学生が20人近くの子供達が集まってきて対戦しましたが、それでも負けません。今度は中

学生も交えて、さすがの消防団のお父さんも連戦に息を切らしはじめ、助っ人に「四日市し

もの柔道クラブ」のお父さん達が参戦しました。さすがに中学生ともなれば、力が強く「消

防団と柔道クラブ」の「お父さん混合チーム」でも負けました。みんなで楽しく笑いながら

盛り上がれる日曜日の午前中を使った「綱引き大会」終わった後は、チームの仲間とラン

チをして帰りました。今年の12月は「四日市しもの柔道クラブ」のお父さんがあと3名増員し

て「一般男子の部」に出場したら、優勝する可能性もあります。「県地区綱引き大会」の

歴史が変わる瞬間です。日曜日の半日を使った「地域を盛り上げるイベント」でした。運営

スタッフの皆様のご苦労に感謝申し上げます。
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